
大阪信愛女学院短期大学では、6月18日、学外から講師を招いて講義を行う等、内容を

柔軟に変更できる「現代と女性」と言う授業内において、府警本部生活安全指導班による、

寸劇を交えた性犯罪被害防止講習会を開催しました。

また、大阪女学院大学では、7月16日、主に1回生を対象とする前期試験についての説明会

の時間を利用して、府警本部府民安全対策課員による性犯罪被害防止講習会、東警察署員

による薬物犯罪対策についての講習会を開催しました。

両大学とも、近年このような取り組みは行っておらず、BCN参加を機に性犯罪への防犯講習

を開催することとなり、学生も熱心に話を聞くなど、防犯意識の向上につながりました。

性犯罪被害防止DVDの上映

府民安全対策課員の防犯教室 薬物犯罪対策DVDの上映

生活安全指導班の防犯教室



「貴方は女子大生です。コンパを終え、自宅最寄り駅まで帰ってきた。帰り道は二つで

A 人通りがある明るいが、歩いて35分かかる道

B 人通りが少なく暗いが、10分で帰れる道

明日は１時限目から外せない授業がある。あなたは遠回りの道を選んで帰りますか」

等と言った想定問題に、グループ分けされた学生同士が各人の意見を述べ合いました。

初対面の学生同士もいた中、各グループで熱い討論が繰り広げられ、クロスロード終了後、

参加した学生からは、

○今まで考えたことのなかったことを考えさせられた時間だった。

○ひとつの問題に対して、様々な角度から見た色々な意見を聞けて、とても勉強になった。

との声も聞かれ、各学生の防犯意識の向上へとつながりました。

現在大阪府警が推進している、参加型リスクコミュニケーションであるクロスロードにより

防犯を考える「安まちクロスロード」を、7月2日に桃山学院大学、7月17日に大阪大谷大学で

実施し、それぞれ多数の学生が参加しました。

想定問題の説明 それぞれ自分の意見を発表

想定問題の説明 参加者全員に自分の意見を発表



関西外国語大学は、枚方警察署と協力し、7月4日、学内においてボランティアの学生らに

よる防犯キャンペーンを行いました。

キャンペーンでは登校する女子学生に対し、防犯リーフレット及び防犯ブザーを配布し、

学生に対する性犯罪被害の防止を呼びかけました。

また同キャンペーンについては、ＮＨＫの取材を受け、翌日のニュース番組で、その様子が

放映されました。

大阪工業大学は、旭警察署と協力して、女子学生による防犯ボランティア隊「大阪工業大学

アイリスパトロール隊」を結成し、8月6日、大阪市旭区役所において発隊式が行われました。

旭区長、旭警察署長から激励を受けた後、パトロール隊のリーダーが決意表明を行い、

その後地下鉄千林大宮駅で、駅を利用する女性を対象に防犯リーフレットと花を一輪配布する

キャンペーンを行い性犯罪被害防止を呼びかけました。

同キャンペーンは新聞、テレビの取材を受け、後日、毎日・読売・産経の各新聞に掲載

されたほか、朝日放送においてテレビ放映されました。

インタビューを受ける学生 キャンペーンの様子

ボランティア隊発隊式の様子 キャンペーンの様子


